
あ な た は 、広 告 代 理 店 の 社 員 で す 。

勤めている広告代理店を大きく発展させる期待を寄せられています。

様々な職種の広告を掲載して多くの収益を目指し、投資家に向けて

魅 力 的 な 広 告 の セ ッ ト を プ レ ゼ ン し て 業 績 を 上 げ ま し ょ う。

自 身 の 広 告 代 理 店 を 発 展 さ せ る こ と は で き る の で し ょ う か？

ライバルとの差をつけろ！

広告カード
アイテムカード

スタートプレイヤーカード

お金マーカー

月マーカー

1金
5金
1月
3月

サイコロ

勝利点マーカー

85 枚

フィールドカード
14 枚
1枚
1枚

30 個
16 個
16 個
8個
4個

1個
早見表カード 4枚

早見表カードお金マーカー
1金 5金

勝利点マーカーサイコロ月マーカー
1月 3月

スタートプレイヤーカード 広告カード フィールドカードアイテムカード

※3月マーカーは1月マーカー3つ分として扱う。



基本セットのイベント
カードは、全 6 種類です。

アイテムカード



これでゲームの準備は終了です。

終了・勝利条件
更新フェイズの終わりに、勝利点が 10 点 以 上 の プ レ イ ヤ ー が い る 場 合、
ラウンドと共にゲームの終了です。
勝利点を最も多く持つプレイヤー、それが同点の場合はお金を最も多く持つ
プレイヤーの勝利となります。
お金も同額の時は、引き分けとします。

好きな方法でスタートプレイヤーを決定したのち、そのプレイヤーはスタートプレ
イヤーカードを受け取ります。

上記と同様に、アイテムカード 14 枚とフィールドカード 1 枚の 15 枚から構成さ
れたアイテム山札をよく切ってプレイヤーの届きやすい場所に置き、隣にアイテム
カードの捨て札置き場を用意します。

85 枚の広告カードで構成された広告山札をよく切り、テーブル中央に置きます。
そしてその隣を広告カードの捨て札置き場とします。

各プレイヤーは自分の前に、「自分の場」となるスペースを用意します。

その後、アイテム山札から3枚のカードを公開し、山札の前に出します。その中に
フィールドが含まれている場合はそれを山札に戻して切り、代わりに改めて山札か
ら 1 枚出します。
全て特殊イベントカード以外になるまでこの手順を繰り返します。

スタートプレイヤーから順に広告山札から初期手札となる 4 枚のカードを引き、開始
時の所持金となる 7 金を得ます。
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箱の裏面にある VP ボードを見やすい位置に置き、各プレイヤーは自分の色となる
勝利点マーカーを0点の位置に置きます。
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最後のプレイヤーのアクション実行が終わると、採用フェイズに移行します。

・獲得

・役提出

・購入

・パス

アクションフェイズ

・探査

・採用フェイズ

・アクションフェイズ

・更新フェイズ

ゲームでは、以下の 3 つのフェイズからなる
ラウンドを、誰かが勝利するまで繰り返し
実行します。

行 動 フ ェ イ ズ で は、ス タ ー ト プ レ イ ヤ ー か ら 時 計 回 り に 各 プ レ イ ヤ ー が
合計 2 アクションを実行していきます。
（プ レ イ ヤ ー A が 2 ア ク シ ョ ン 実 行 後、プ レ イ ヤ ー B へ タ ー ン が 渡 り・・・etc.）
選択可能なアクションは以下の６つです。 

広告山札の上から 4 枚のカードを公開し、その内の 1 枚を
手 札 に 加 え ま す 。
残 り の カ ードは捨てます。
捨 て 札 に 送 ら れ た カ ー ド は 表 向 き に 重 ね て い き、
全てのプレイヤーは常に確認する権 利 が あ り ま す 。
手札が 7 枚以上の場合、このアクションは実行できません。

広告山札からカードを、1 枚につき 1 金払って引くことができます
(3 金払って 3 枚引くなど )。
1 度に獲得できるのは最大 5 枚までです。
また、引いた後に手札が 7 枚を超えるような枚数の獲得は
できません。
手札の広告カード１枚を、掲載コストを払い自分の場に掲載
（場に出す）します。

アイテム山札の前に公開されたアイテムカード３枚の内１枚を、
コストを払い即座に使用します。
使用されたアイテムはアイテム捨て札に送られ、直ちに、
アイテム山札から新たに 1 枚のアイテムカードを公開します。
山札が１枚もないなら、アイテム捨て札を切った後、新たな山札
とします。
最初のラウンドにこのアクションは使用できません。
また、1 ターンに１度までしかこのアクションはできません。

手札を構成するカードの中で、役（役一覧参照）となるような組み
合わせがある場合、それらのみを公開し規定の勝利点を得ます。
専 門 職 カ ー ド は 役 提 出 に は 使 用 で き ま せ ん。
1 度の役提出では、役をいくつでも自由に公開できます。
その後、公開した役は広告捨て札にある全てのカードと共に切られ、
広告山札の下に行きます。

上記のアクションのいずれも実行できない場合、手札を公開し、
直ちに 1 金を得ます。

+1枚

+3枚
-3金

・掲載

+3点

+1金



採用フェイズ

そのラウンドのスタートプレイヤーはサイコロを振り、出た目によって全ての
プレイヤーの掲載中の広告カードの成立判定をします。
具体的には、カードの採用条件に出たものと同じ目が含まれる場合にその広告は
成立となり、記 載 さ れ た 報 酬 を 獲 得 し ま す 。
その後、発動する効果があればスタートプレイヤーから好きな順に効果の処理をし、
全てのプレイヤーの処理が終了したら成立した広告全てを広告捨て札に送ります
（成 立 し た 広 告 も 捨 て 札 に 送 る ま で は、広 告 は「掲 載 中」扱 い と な り、
そ れ ま で は 掲 載 中 効 果 も 適 用 さ れ ま す ）。
これらが全て完了した時に採用フェイズは終了し、次のフェイズである更新フェイズへ
と移行します。

更新フェイズ

掲載中の広告全てに掲載している期間（ラウンド数）を表す月マーカーを 1 つずつ
載せます。
その後、載っている個数が広告ごとの掲載期間以上なら、広告は「違約」し、違約した
広告は同時に広告捨て札に送ります（更新フェイズで月マーカーを載せるより前に、
カ ー ド の 効 果 な ど で 期 間 に 達 し て も 違 約 と は な り ま せ ん）。
違約処理が終了したら、そのラウンドは終了します。
勝利点が 10 点以上のプレイヤーがいない場合は、スタートプレイヤーカードを
時計回りで次のプレイヤーに渡し、そのプレイヤーから新しいラウンドを開始します。
勝利点が 10 点以上のプレイヤーがいる場合、ラウンドと共にゲームの終了です。
勝利点を最も多く持つプレイヤー、それが同点の場合はお金を最も持つプレイヤーの
勝利となります。
お金も同額の時は、引き分けとします。
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成立！

+8金

掲載期間と同じ個数の
月マーカーが載ってい
る の で こ の 広 告 は、
『違 約』と な り、広 告
捨 て 札 へ 送 ら れ る。

違約！



カフェ A＋カフェ B など
同名 2 枚

カフェ A+ カフェ B＋カフェ C など
同名 3 枚

カフェ A+ カフェ B＋カフェ C＋カフェ Dなど
同名 4 枚

カフェ A＋本屋 C＋映画館 B＋ホテル B など
同業種別名 4 枚

カフェ A＋本屋 C＋映画館 B など
同業種別名 3 枚

専門職の広告は役提出に
使用できない。

ペア

スリーカード

フォーカード

フラッシュ3

フラッシュ4

1点

3点

5点

2点

3点



手札が7枚の時、広告の効果でカードを引き、手札の枚数を8枚以上にできますか？
はい。「探査」「獲得」アクションが7枚以上で実行できませんが、カードの効果で手札が増える際には制限や
枚数上限はありません。
お金を5金失う、という効果を受けた際、所持金が2金しかありませんでした。どうなりますか？
失えるだけ失います（上記の例では2金）。
掲載コストや「看護師」などで「3金払う」場合、お金が足りない時は前者は掲載できず、後者は効果そのも
のを実行できません。「払う」と「失う」にはこのような処理の差があり、「衛兵」の効果は「失う」と記載が
ある効果にのみ対応しているため注意が必要です。
サービス業カード「ホテル」と「カフェ」を2枚同時に掲載しました。この時、「ホテル」の効果によりカー
ド1枚と4金を得られますか？
いいえ。「ホテル」の効果は「掲載中」の効果であり、「同時」に掲載された広告に効果は適用されません。
既に「ホテル」を掲載している場に広告を掲載した時にのみ適用されます。
専門職カード「陶芸家」の効果でまだ成立時効果を使用していない他プレイヤーの広告を手札に加えました。
そのカードの成立時効果はどうなりますか？
採用条件が一致し、広告が成立し報酬を得た時点で、その広告の成立時効果は予約され、処理が行われること
が確定します。「陶芸家」などで場を離れた後でも、それらの確定した効果処理は通常通り行います。一方で、
掲載されなくなるためそのカードの掲載中効果は無くなります。
アイテムカード「採用チャンス」を複数人が購入した際、サイコロの目はどうなりますか？
先にカードを使用したプレイヤーによって目が固定されるため、2枚目以降の効果ではサイコロの目は変更で
きません。
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フィールドカード『フィーバー』

モグモグプロジェクト

アイテム山札には 1 枚、購入できないフィールドカード「フィーバー」
が含まれています。
新たに「フィーバー」が公開された場合、次のラウンドから全てのプレ
イヤーに効果が適用されます。
フィーバー中は全てのアクションの手札制限が無くなります。
手札 7枚以上での「探査」、7枚を超えるような「獲得」が可能です。
(1 度の「獲得」で得られる上限枚数 5 枚は変更無し )
そのため、役を揃える難易度は大きく低下し、それまで貯めたお金を使
うチャンスとなります。また、全ての広告の掲載コストは 2金下がりま
す（掲載コスト以外は変化無し）。

フィーバー中の採用フェイズでサイコロの目が「１」か「６」ならフィーバーは即座に終了し、
全てのプレイヤーは手札を 7枚まで捨てて、このカードをイベント捨て札に置きます。
なお、この処理は広告の成立を判定する前に行います。


